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１．研究課題 

（和文）将来の新しいアナログ機能および高周波アナログ機能を実現する、システムおよび基本回
路技術の研究 

（英文） Development of basic circuits that realize the future baseband analog and 

high-frequency analog systems. 
 

２．研究期間 

２年間 

 

３．研究の概要（背景・目的・研究計画・内容および成果 和文 600字程度、英文 50word 程度） 

（和文） 

背景および目的： 

アナログ回路の考え方と高周波回路の考え方を融合して、新しい応用分野を開拓する、また

そのための基本回路技術を開発する、のが今回の研究の目的であった。 

研究計画・内容および成果： 

代表的なシステムとして、磁界共振型ワイアレス電力伝送（WPT）システムにおける電力伝

送効率の向上に関する研究、をこの行った２年間で行ったのでこれについて述べる。時間を追

って検討順に説明する。 

１．本電力伝送システムはMITにて開発された磁界共振の原理を持つ電力伝送システムである。  

 この原理を持つシステムは、送信コイルと受信コイルを持ち、受信側には整流回路と電源回

路が用意される。 

２．以前よりコイルの Q値を増大させる回路手法を開発しており、この手法を適用すれば電力

伝送効率が増加すると予想して検討を始めた。コイルの Q値の増大は、整流回路側から電源

回路を見たインピーダンスに左右される事から、まず整流回路と電源回路を最適化する事と

した。 

３．整流回路は非線形回路動作をするので、学会発表 IIに有るように、負荷の状態によりイン

ピーダンスがどう変化するかの知見を得て負荷として最適な素子を検討した。また共振回路

の構成が並列共振である事が必要である事も示した。 

４．電源回路としては DC-DCコンバータ（スイッチング電源）を用いた。DC-DCコンバータ

はその入力インピーダンスがデューティを制御する事で変えられる。エネルギーを伝送する

距離が変化する移動体での無線給電を応用例と考え、デューティの制御によりインピーダン

スを制御し、伝送効率を最大とする手法を開発した（学会発表 III）。 
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（英文） 

 In this study, we have examined how the maximum of power efficiency is obtained to feed 

the power to mobile equipments in wireless circumstances. Using appropriate combination 

of the rectifier and DC-DC converter by changing its impedance, we showed that the 

maximum power efficiency in receiver part was obtained even when an equipment moved. 
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